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【主な研究成果】
マグネシウムを少量含む溶融アルミニウムに塩化アルミニウムガスを吹き込むことで脱マグネシウム挙動を調査し，以下の結果を得た．
1)塩化アルミニウムガスの吹込み流量が大きくなるに伴い，脱マグネシウム反応は促進された．
2)塩化アルミニウムガスの流量が0.066L/minの場合は，マグネシウム濃度は時間と共に直線的に減少し，塩化アルミニウムの供給律速と考えられた．
3)塩化アルミニウムガスの流量が0.132L/minと0.198L/minの場合は1次の速度式で説明でき，Mgの液側物質移動律速と考えられた．


【今後の展望】
塩化アルミニウムガスの吹込みによる溶融アルミニウムからの脱マグネシウムのメカニズムを速度論的に詳細に検討して，反応モデルを構築することにより，装置設計の指針を得ることが可能になると考えられる．



【具体的な成果】
　●学会発表
　日本実験力学会2025年度年次講演会（2025.9.16）龍谷大学瀬田キャンパス
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